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應
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p.
て
い
る
が
、
然
し
か
か
る
時
代
區
分
.队
態
度
そ
の
も
の
に
つ
.
 

'い
て
は
、
依
然
と
し
て
深
い
疑
間
を
抱
い
て
い
た
"
卽
ぢ
ト
レ
ヴ
■エ
リ
ア 

ゾ
に
依
れ
ば
、「

何
時
ィ
ギ
リ
ス』

お
'い
'て
中
'1
{±が

『

終
つ
た
1
が
、と
ノ 

■そ
の
年
代
、
若
し
ぐ
，は
そ
め
時
代
す
、ら
を
探
つ
.て
姑
る
と
い
^
ご
と
1
，

.

 

喪
に
無
益
で
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フ
ラ
シ
ス
に
お
け
るi

制h

業
め
.成
立
は
、
ナ
ポ
ジ
ォ
ゾ
時
代
を
通 

じ
.て
徐
々
に
進
^
し
、
七
ガ
並
朝(

一‘八
ー
五—

四
八
坻)

下
、
に

お

い

で 

^
に
本
格
的
段
階
に
到
達.
1た
。
然
し
工
業
勞
働
眷
の
ぅ
ち
、
、
大
規
模

H

 

場
に
^
傭
さ
が
る
勞
‘働
表
數
は
、
M'
人
口
に
比
較
し
て
未
：だ
に
少
數
で
あ 

.り
ノ
余
エ
業
露
者
五
、

p
o

o
、'. 

〇
〇
o
名
の
約
四
分
の
一
に
常
る 

1
、

三
〇
〇
、
〇
0
0名
に
過
ぎ
な
か
‘つ
’た
？

家

内

工

業

が

依

然

.
と
し
て 

极
强
く
、
大
規
横
エ
場
に
羅
さ
れ
る
こ
抝
等
の
勞
働
者
は
、

-未
：だ

に

實 

力
を
特
つ
た
條
級
と
迻
は
な
つ
，て
い
な
い
。
し
か
も
尤
場
努
働
者
の
多
く 

が
■同
時
に
耕
作
渚
で
あ
つ
て
、

H

業
に
賴
W

と

も

’
生

瑕

し

得

た

こ

と 

は
，、
エ
業
勞
働
者
と
也
て
の
こ
の
*
<
|
|
の
結
束
を
亂
す
重
耍
众
孩
因
と
な 

<つ
，た
,0
フ

テ

ン

ス

エ

業

勞

®

:

か

獨

が

の

階

級

と

な

る

迄

ヒ

は

長

い

時

間 

，を

興

{
フ
一
ク
ゾ
ス
エ
業
勞
働
渚
が
集
團
と
、し
て
，の
存
在
を
意
識
す
る 

ょ

ぅ

に

な

る

迄

に

は

更

に

氣

い

時

間

私

要

，し
忆
の
で

~あ
^,
'。
當
時
、
工
場 

主
於
勞
働
者
^
た
.め
に
何
^'
め
考
慮
％
拂
わ
な
か'つ
たu

と
、、'又H

場
主
一
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者
を
拟
得
に
依
っ
て
取
捨
す
る
こ'と
の
出
來
る
坐
き
た
逍
具
と
看,
 

•做
し
で
い
本
こ
と
は
想«
に
.
_く
な
い
'0
朝
期
の
改
璀
主
養
表
は、
I
 -
 

の
！一

苹

か

ら

起

っ

た

勝

害

を

、
，統

制

や

指

導

に

依

っ

V

緩
和
し
よ
ぅ
と
は 

せ
ず
、
か
か
る
弊
變
を
除
去
す
か
た
め
江
霧
働
者
を
歸
農
さ
せ
る
と
い 

ぅ
策
，を
寧
5
舰

',
<
打
ち
扭
し
た
の
で
あ
る0 H

業
i

者
.の
前
進
が
”
漸
一
 

く
願
费
と
な
つ
た
の
は
、.賢
に
一
八
四
-0
印

以
!^
の

こ

と

に

旙

し

た

の

で 

あ

，
つ
た。

.
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ぐ

’
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•
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H

場
制
度
が
、

一
八
一
芄
年
か
ら

一
八
四
八
年
に
至
る
，i

を
通
じ 

で
、
こ
め
よ
う
に
寧
ろ
弱
く'
却
っ
て
家
：

2
制
度
が
强
か
つ
た
た
め
、
勞 

_
運
動
は
、
常
時
、：
犬
人
氣
な
い
外

If

合
以
止
に
は
殆
ん
ど
發
展
し
得
な
•
 

か
っ
た
。
同
體
合
の
勢
力
は
、
後
退
を
觅
か
れ
だ
か
ヴ
た
ダ
で
あ
る
。 

然

し

，、
例

え

ば

、

-麵
麵
燒
.
製
粉
業•
大
工
®
及
び
^
築
^
と
い
っ
た
よ 

ぅ
な
、'從
來
扒
ら
あ
る
奪
門
職
業
に
お
い
て
、
同
職
組
合
の
鈥
カ
は
、
-依 

然
と
し
て
根
强
か
々
た
。
從

o
y
i

運
動
を
最
初
に
指
導
し
た
の
は、
- 

H
に
こ
の
植
の
職
業
に
磘
す
る
人
々
で
あ
っ
て

、
.

紡
綠
エ
，

織
布
X
若
し 

く
は
齲
夫
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
七
フ
ラ
ジ
ス
の
i

運
動
.は
、

H

業
化
.の
速
度
が
緩
慢
で
あ
っ
、た
た
め
、、

一

八
四
八
年
以
降
に
おv>
xs
p 

べ
潇
化
し
得
た
に
過
ぎ
な
い
。-そ
し
て
，、.こ
の
際
、
例
え
ば
、0

0

r 

は
、
使
用
人
の._務
狀
況• 

•瘍關
係
を
記
載
し
た
帳
徵
を
作
成
し
、
'
成 

絡
不
岛
の
渚
•借
金
が
未
濟
，

Q,

港
に
っ
い
て
、
他
へ
の_轉
職

.を
許
し
て
は 

な
ら
な
い
と
い
ぅ
法#
上
の
規
矩
、
フ.ラX

ス
の
大
抵
め
都
市
に
設
置
を 

凫
た
勞
m
ソ
協
調
，會
に
對
し
、
勞
働
奢
側
が
代
表
を
送
り
得
ら
れ
な
く 

な
つ
■た
時
に
お
い
て
も
、.考
慮
を
拂
わ
な
か
っ
'た
と
い
•う
政
府
の
無
賢
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